
▼
年
末
年
始
の
日
本
列
島
は
各
地

で
厳
し
い
寒
気
に
見
舞
わ
れ
た
。

地
球
温
暖
化
の
ゆ
え
か
筆
者
の
地

元
で
あ
る
盛
岡
で
も
近
年
は
主
要

道
路
に
雪
が
残
っ
て
い
る
時
期
は

ほ
と
ん
ど
な
い
の
だ
が
、
今
年
の

冬
は
雪
国
を
実
感
さ
せ
る
天
気
が

続
い
て
い
る
。
▼
厳
冬
に
な
る
と

問
題
と
な
る
の
が
雪
か
き
と
雪
下

ろ
し
で
あ
る
。
筆
者
の
幼
少
時
に

は
子
供
た
ち
が
先
を
争
う
よ
う
に

雪
か
き
に
出
て
、
そ
れ
が
い
つ
し

か
雪
合
戦
や
か
ま
く
ら
作
り
に
な

っ
て
い
た
記
憶
が
あ
る
の
だ
が
、

そ
う
い
う
光
景
を
見
る
こ
と
は
本

当
に
稀
に
な
っ
た
。
今
や
、
雪
か

き
の
主
力
は
元
気
な
ご
老
人
方
で

あ
る
。
▼
昨
年
四
月
に
増
田
寛
也

元
岩
手
県
知
事
を
座
長
と
す
る
日

本
創
成
会
議
が
『
中
央
公
論
』
誌

上
に
発
表
し
た
レ
ポ
ー
ト
は
、
三

〇
年
後
に
日
本
の
全
自
治
体
の
約

半
数
に
あ
た
る
八
九
六
市
町
村
で

消
滅
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
デ

ー
タ
と
共
に
提
示
し
、
大
き
な
衝

撃
を
与
え
た
。
こ
の
「
増
田
レ
ポ

ー
ト
」
の
出
版
や
「
地
域
拠
点
都

市
」
へ
の
「
選
択
と
集
中
」
と
い

う
対
策
を
め
ぐ
り
、
地
方
の
自
治

体
関
係
者
ら
か
ら
「
む
し
ろ
諦
念

を
生
み
地
方
衰
退
を
加
速
化
さ
せ

る
」
と
い
っ
た
批
判
も
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。
▼
こ
の
少
子
高
齢
化
を

ふ
ま
え
た
日
本
社
会
の
将
来
像
を

め
ぐ
る
議
論
で
す
ぐ
に
思
い
出
す

の
は
、
数
年
前
に
六
本
木
ヒ
ル
ズ

の
某
弁
護
士
事
務
所
を
会
場
に
行

っ
た
研
究
会
で
あ
る
。「
多
文
化

共
生
」
を
テ
ー
マ
に
研
究
報
告
し

た
筆
者
は
「
こ
の
ま
ま
人
口
減
少

を
甘
受
す
れ
ば
大
都
会
は
と
も
か

く
地
方
は
も
た
な
い
」
と
問
い
か

け
た
の
だ
が
、「
地
方
が
消
滅
し

て
も
一
向
に
構
わ
な
い
」
と
正
直

に
返
さ
れ
衝
撃
を
受
け
る
羽
目
と

な
っ
た
。
▼
六
本
木
ヒ
ル
ズ
と
雪

下
ろ
し
に
四
苦
八
苦
す
る
ご
老
人

方
は
お
互
い
に
相
手
の
顔
を
思
い

浮
か
べ
な
が
ら
日
本
の
将
来
を
考

え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
―
―
そ
ん

な
思
い
に
と
ら
わ
れ
な
が
ら
、
二

〇
一
五
年
と
い
う
節
目
の
年
を
迎

え
た
。

（
ヒ
ゲ
）
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日
本
友
愛
協
会
の
会
員
の
み
な
さ
ま
、
機
関
紙
『
友
愛
』
の
読
者

の
み
な
さ
ま
、
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
み
な
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
？

友
愛
に
充
ち
満
ち
た
年
で
あ
り
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
？

日
本
友
愛
協
会
に
と
り
ま
し
て
は
、
国
際
交
流
の
視
点
か
ら
新
し

く
三
つ
の
事
業
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
発
展
の
年
で
し
た
。

一
つ
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
ア
ウ
ン
サ
ン
ス
ー
チ
ー
さ
ん
か
ら
の
依
頼

で
、
農
業
の
実
習
の
た
め
に
二
人
の
研
修
生
を
受
け
入
れ
た
こ
と
で

す
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
と
日
本
と
で
は
農
業
技
術
や
制
度
の
格
差
は
あ
ま

り
に
も
大
き
い
の
で
、
す
ぐ
に
役
立
つ
技
術
を
ど
こ
ま
で
学
ぶ
こ
と

が
で
き
た
か
疑
問
は
残
り
ま
す
が
、
彼
ら
に
と
っ
て
有
意
義
な
研
修

で
あ
っ
た
と
信
じ
て
い
ま
す
。

二
つ
目
は
ベ
ト
ナ
ム
の
病
院
に
車
い
す
を
五
〇
台
寄
贈
し
た
こ
と

で
す
。
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
で
米
軍
が
使
用
し
た
枯
葉
剤
の
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
で
、
今
で
も
多
く
の
障
害
児
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
彼
ら
が
手
術

を
受
け
る
病
院
に
は
車
い
す
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
ア

ビ
リ
テ
ィ
ー
ズ
・
ケ
ア
ネ
ッ
ト
社
の
全
面
的
な
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

十
分
に
新
し
い
中
古
の
車
い
す
を
集
め
て
、
新
品
同
様
に
修
理
し
て

病
院
に
送
り
ま
し
た
。
贈
呈
式
の
日
に
、
子
ど
も
た
ち
が
喜
ぶ
姿
を

見
て
、
と
て
も
感
動
い
た
し
ま
し
た
。

三
つ
目
は
中
国
国
際
青
年
交
流
セ
ン
タ
ー
と
の
共
催
で
、
ネ
ッ
ト

上
で
の
友
愛
国
際
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
た
こ
と
で
す
。
応
募

者
は
圧
倒
的
に
中
国
の
方
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
三
六
か
国
か
ら

約
一
七
〇
〇
人
の
方
々
が
参
加
し
て
、
一
万
点
余
り
の
作
品
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
大
変
に
見
応
え
の
あ
る
作
品
も
多
く
、
北
京
で
の
表

彰
式
に
は
多
く
の
方
の
ご
来
場
を
い
た
だ
き
、
大
成
功
で
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

こ
れ
ら
三
つ
の
事
業
を
振
り
返
り
感
ず
る
こ
と
は
、
一
つ
の
事
業

を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
も
、
多
く
の
方
々
の
善
意
の
積
み
重
ね
が
あ

っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
し
て
そ
れ

を
通
じ
て
、
友
愛
の
心
が
国
を
超
え
て
深
ま
り
あ
っ
て
い
く
こ
と
で

し
た
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
も
、
継
続
は
力
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

事
業
を
最
低
で
も
三
年
間
は
続
け
て
い
く
こ
と
を
約
束
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
あ
る
と
こ
ろ
で
そ
う
申
し
た
と
こ
ろ
、
三
年
と
は
言
わ
ず

に
…
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
。

ま
た
、
既
定
の
事
業
で
す
が
、
中
国
で
の
植
林
事
業
に
初
め
て
参

加
し
、
植
林
と
い
う
地
球
環
境
を
守
る
貴
重
な
仕
事
に
、
日
本
と
中

国
の
若
者
た
ち
が
一
緒
に
汗
を
か
く
こ
と
の
重
要
性
が
分
か
っ
た
よ

う
に
感
じ
ま
し
た
。
反
省
点
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
日
本
の
若
者
た
ち

の
参
加
が
少
な
い
こ
と
で
、
ど
こ
か
の
学
校
と
協
力
す
る
こ
と
な
ど

し
て
、
日
本
か
ら
多
く
の
子
ど
も
た
ち
を
連
れ
て
い
く
こ
と
を
考
え

ら
れ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

友
愛
山
荘
事
業
は
通
年
と
な
り
、
六
〇
人
程
度
が
研
修
で
き
る
、

さ
ま
ざ
ま
な
設
備
も
整
っ
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
友
愛
ホ
ー
ル
と
二
棟

の
パ
オ
も
好
ま
れ
て
、
料
理
も
好
評
で
宿
泊
者
も
か
な
り
増
え
て
参

り
ま
し
た
。
本
年
に
は
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
も
常
設
い
た
す
こ
と
に
し

ま
し
た
の
で
、
音
楽
関
係
の
研
修
に
お
薦
め
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
日
本
は
い
ず
こ
へ
向
か
う
の
で
し
ょ
う
か
。
隣
国
と
の
緊

張
関
係
を
続
け
な
が
ら
、
米
国
の
主
導
す
る
戦
争
へ
参
加
す
る
方
向

に
舵
を
切
る
の
で
し
ょ
う
か
、
そ
れ
と
も
、
隣
国
と
の
協
力
関
係
を

高
め
て
、
い
ず
れ
の
戦
争
に
も
加
わ
ら
な
い
不
戦
の
地
域
共
同
体
へ

の
道
を
歩
む
の
で
し
ょ
う
か
。
私
は
友
愛
の
理
念
の
下
に
、
日
本
が

後
者
の
道
を
堂
々
と
歩
む
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
た

め
に
日
本
友
愛
協
会
は
、
今
こ
そ
、
そ
の
理
念
を
日
本
や
世
界
の

人
々
に
普
及
さ
せ
て
い
く
責
務
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

「
友
愛
」
は
け
っ
し
て
新
し
い
理
念
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
中
国
の
春

秋
時
代
末
期
で
す
か
ら
今
か
ら
二
千
四
〇
〇
年
ほ
ど
前
の
思
想
家
の

墨
子
が
唱
え
た
兼
愛
思
想
は
、
極
め
て
友
愛
に
近
い
と
言
え
ま
す
。

彼
は
、
世
の
中
の
す
べ
て
の
混
乱
は
互
い
に
愛
し
合
わ
な
い
こ
と
か

ら
起
こ
る
と
考
え
ま
す
。
他
者
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自

己
の
利
益
を
図
ろ
う
と
す
る
精
神
と
行
為
が
混
乱
を
招
く
。
し
た
が

っ
て
、
わ
が
身
を
愛
す
る
よ
う
に
他
人
を
愛
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
れ
ば
、
世
界
中
は
安
定
す
る
と
説
き
ま
し
た
。

同
時
に
、
こ
の
発
想
は
け
っ
し
て
古
い
だ
け
の
理
念
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
さ
に
現
在
も
そ
の
通
り
で
す
。
も
し
、
オ
バ
マ
大
統
領
が

自
分
と
同
じ
く
ら
い
プ
ー
チ
ン
大
統
領
を
愛
す
る
な
ら
ば
、
ま
た
、

も
し
、
安
倍
首
相
が
自
分
と
同
じ
く
ら
い
習
近
平
主
席
を
愛
す
る
な

ら
ば
、
世
界
は
安
定
す
る
の
で
す
。
世
界
が
平
和
に
な
る
日
を
迎
え

る
た
め
に
、
日
本
友
愛
協
会
と
し
て
も
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
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ド
イ
ツ
歌
曲
に
於
け
る
唯
一

の
コ
ン
ク
ー
ル
と
し
て
高
い
評

価
を
も
つ
友
愛
ド
イ
ツ
歌
曲
コ

ン
ク
ー
ル
本
選
会
が
十
二
月
十

二
日
（
金
）
文
京
シ
ビ
ッ
ク
小

ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
た
。

応
募
総
数
五
十
七
名
の
中
か

ら
、
一
次
予
選
、
二
次
予
選
と

勝
ち
抜
い
た
十
名
の
精
鋭
に
よ

る
本
選
会
は
、
毎
年
楽
し
み
に

来
場
さ
れ
る
方
も
有
る
程
、
定

着
し
た
会
と
な
っ
て
い
る
。

今
回
は
鳩
山
由
紀
夫
理
事

長
、
井
上
和
子
評
議
員
長
、
川

手
正
一
郎
常
務
理
事
も
来
場

し
、
始
ま
り
か
ら
最
後
の
出
演

者
ま
で
、
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
、

歌
声
を
楽
し
ん
で
い
た
。

学
生
の
部
か
ら
演
奏
が
開
始

さ
れ
、
九
人
の
熱
演
が
繰
り
広

げ
ら
れ
た
。（
当
日
一
名
欠
場
）

ソ
プ
ラ
ノ
、
メ
ゾ
ソ
プ
ラ
ノ
、

バ
リ
ト
ン
、
テ
ノ
ー
ル
、
カ
ウ

ン
タ
ー
テ
ナ
ー
ま
で
彩
り
豊
か

な
歌
声
に
、
来
場
者
か
ら
は
大

き
な
拍
手
が
贈
ら
れ
、
華
や
か

で
和
や
か
な
中
に
も
熱
気
あ
ふ

れ
る
本
選
会
と
な
っ
た
。

全
出
演
者
の
演
奏
が
終
わ

り
、
聴
衆
者
賞
の
投
票
の
時
間

と
な
っ
た
が
、
聴
衆
者
賞
も
す

っ
か
り
定
着
し
た
感
が
あ
り
、

入
場
券
の
半
券
と
投
票
券
の
交

換
に
、
多
く
の
方
が
列
を
作
っ

て
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

聴
衆
者
賞
は
、
照
屋
篤
紀
さ

ん
が
受
賞
、
鳩
山
由
紀
夫
理
事

長
と
、
井
上
和
子
評
議
員
長
が

二
人
で
舞
台
に
立
ち
、
読
み
上

げ
表
彰
を
行
っ
た
。

審
査
に
入
り
、
審
査
員
の
先

生
方
は
、
今
回
の
出
演
者
の
技

量
の
高
さ
に
頭
を
悩
ま
せ
た
。

日
本
Ｒ

シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
協

会
賞
は
、
例
年
意
見
の
分
か
れ

る
と
こ
ろ
だ
が
、
今
年
度
は
全

審
査
員
一
致
で
照
屋
篤
紀
さ
ん

に
決
定
し
た
。

初
め
て
の
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
賞

十
二
月
十
二
日
（
金
）
午
後
四
時
四
十
分
よ
り
文
京
シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル
に
於
い
て
、
平
成
二
十
六
年
度
文
部
科
学
大
臣
賞
　
第
二

十
五
回
友
愛
ド
イ
ツ
歌
曲
（
リ
ー
ト
）
コ
ン
ク
ー
ル
本
選
会
が
開
催
さ
れ
た
。

今
回
の
本
選
会
は
、
ド
イ
ツ
歌
曲
の
普
及
を
目
指
す
一
般
財
団
法
人
ド
イ
ツ
歌
曲
普
及
協
会
（
内
田
由
利
子
理
事
長
）
と
の
共
催
の
か
た
ち

で
開
催
さ
れ
、
同
協
会
提
供
の
「
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
賞
」
も
新
設
さ
れ
た
。
今
回
は
初
め
て
一
次
予
選
か
ら
本
選
会
ま
で
、
シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル
で

の
開
催
と
な
っ
た
。
会
場
の
利
便
性
も
手
伝
っ
て
か
多
く
の
方
の
ご
来
場
を
得
、
成
功
裡
に
閉
幕
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
こ
数
年
男
性
の
応
募
者
が
多
く
な
っ
て
い
る
が
、
本
年
度
は
本
選
会
出
場
者
の
内
、
半
数
が
男
性
と
い
う
二
十
五
回
目
に
し
て
初
め
て
の

出
来
事
が
起
き
た
。
照
屋
篤
紀
さ
ん
が
第
一
位
、
文
部
科
学
大
臣
賞
の
栄
に
輝
き
、
二
年
連
続
の
男
性
が
一
位
獲
得
と
い
う
初
の
結
果
を
呈
し

た
。
ま
た
、
日
本
歌
曲
賞
は
中
嶋
俊
晴
さ
ん
と
杉
山
由
紀
さ
ん
の
二
名
が
受
賞
し
、
本
コ
ン
ク
ー
ル
の
成
長
ぶ
り
を
物
語
る
結
果
と
な
っ
た
。

第二位・日本歌曲賞・
シューベルト賞
中嶋　俊晴さん
カウンターテナー

学生の部
奨励賞

福田　夕華さん
ソプラノ

第三位・日本歌曲賞
杉山　由紀さん
メゾソプラノ

第一位・文部科学大臣賞・
日本Ｒ.シュトラウス協会賞・
聴衆者賞 照屋　篤紀さん

テノール

第
一
位
、
文
部
科
学
大
臣
賞
、
日
本
Ｒ．

シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
協
会
賞
、
聴
衆
者
賞
と

四
つ
の
賞
を
獲
得
。
照
屋
篤
紀
さ
ん

聴
衆
者
賞
発
表
。
鳩
山
由
紀
夫
理
事
長

と
井
上
和
子
評
議
員
長
の
二
人
で
。
も

う
一
度
是
非
聞
き
た
い
歌
声
で
す
と

審
査
員
の
先
生
方
。
出
演
者
の
熱
演
に

採
点
で
は
悩
ま
さ
れ
た
が
、
表
彰
式
で

は
全
員
が
笑
顔
で
臨
ん
だ

優
秀
共
演
者
賞
に
輝
い
た
田
中
悠
一
郎

さ
ん
の
演
奏
。
昨
年
に
続
い
て
男
性
奏

者
の
受
賞
と
な
っ
た

「
皆
さ
ん
の
情
熱
が
伝
わ
る
素
晴
ら
し

い
演
奏
で
す
」
と
鳩
山
由
紀
夫
理
事
長

は
、
対
象
者
が
一
名
し
か
無
か

っ
た
が
、
審
査
員
の
先
生
方
の

認
め
る
と
こ
ろ
か
ら
、
中
嶋
俊

晴
さ
ん
が
受
賞
し
た
。

表
彰
式
に
先
立
ち
、
鳩
山
由

紀
夫
理
事
長
が
挨
拶
に
立
ち
次

の
よ
う
に
述
べ
た
。

「
皆
さ
ん
の
迫
力
あ
る
歌
声

に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
音

楽
は
国
境
を
越
え
た
芸
術
で

す
。
友
愛
の
理
念
の
実
践
に
近

づ
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
毎
年
手
伝
っ
て
く
だ
さ

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
裏
方
さ
ん

に
も
感
謝
し
ま
す
」

表
彰
式
で
は
、
鳩
山
由
紀
夫

理
事
長
よ
り
、
第
一
位
か
ら
第

三
位
ま
で
の
賞
状
並
び
に
副
賞

の
贈
呈
が
行
わ
れ
た
。
奨
励
賞

以
下
特
別
賞
の
賞
状
並
び
に
副

賞
の
授
与
は
、
川
手
正
一
郎
常

務
理
事
が
行
っ
た
。
島
崎
照
代

実
行
委
員
長
に
よ
る
審
査
員
紹

介
が
行
わ
れ
、
表
彰
式
を
終
了

し
た
。
そ
の
後
全
員
で
記
念
撮

影
、
広
い
会
場
は
、
最
後
ま
で

笑
顔
と
歓
声
に
包
ま
れ
て
い

た
。な

お
、
第
一
位
入
賞
者
は
、

三
月
に
姉
妹
団
体
ド
イ
ツ
勤
労

青
年
連
盟
（
Ｏ
Ｊ
Ａ
Ｂ
）
の
協

力
で
開
催
さ
れ
る
ウ
ィ
ー
ン
で

の
コ
ン
サ
ー
ト
に
出
演
す
る
。

―

受
　
賞
　
者

―

第
一
位
・
文
部
科
学
大
臣

賞
・
日
本
Ｒ

シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス

協
会
賞
・
聴
衆
者
賞
／
照
屋
篤

紀
さ
ん
　
第
二
位
・
日
本
歌
曲

賞
・
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
賞
／
中
嶋

俊
晴
さ
ん
　
第
三
位
・
日
本
歌

曲
賞
／
杉
山
由
紀
さ
ん
　
学
生

の
部
奨
励
賞
／
福
田
夕
華
さ
ん

優
秀
共
演
者
賞
／
田
中
悠
一
郎

さ
ん
　
入
選
／
吉
田
志
門
さ

ん
・
原
　
千
裕
さ
ん
・
菅
谷
公

博
さ
ん
・
橘
田
有
美
さ
ん
・
伊

藤
達
人
さ
ん
　

＊
Ｈ
Ｐ
に
詳
細
掲
載

―
本
選
会
審
査
員
―

（
五
十
音
順
・
敬
称
略
）

小
松
英
典
（
ド
イ
ツ
連
邦
共

和
国
認
定
終
身
教
授
）
島
崎
照

代
（
日
本
友
愛
協
会
参
与
・
実

行
委
員
長
）
菅
英
三
子
（
東
京

藝
術
大
学
准
教
授
）
高
橋
啓
三

（
東
京
音
楽
大
学
教
授
）
寺
谷

千
枝
子
（
東
京
藝
術
大
学
教
授
）

三
ツ
石
潤
司
（
武
蔵
野
音
楽
大

学
教
授
）
本
島
阿
佐
子
（
国
立

音
楽
大
学
准
教
授
）
ヨ
ズ
ア
・

バ
ル
チ
ュ
（
武
蔵
野
音
楽
大
学

講
師
・
ド
イ
ツ
語
発
音
法
）
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時
事
川
柳
　

服
部
迪
夫
　
作

「
時
事
川
柳
研
究
会
」
会
長

―
逸
の
城
関

大
相
撲
カ
ン
フ
ル
剤
の
お
通
り

だ
―
小
保
方
さ
ん

「
有
り
ま
す
」
に
振
り
回
さ
れ

た
こ
の
一
年

―
平
和
賞
マ
ラ
ラ
さ
ん

ス
ピ
ー
チ
が
全
世
界
へ
と
打
電

さ
れ―

三
家
族
の
幸
福
度

幸
福
の
尺
度
を
か
え
る
ノ
ー
ベ

ル
賞―

両
雄
の
死

映
画
界
健
と
文
太
の
生
き
る
道

―
年
末
選
挙

争
点
が
ボ
ケ
て
ボ
ヤ
ケ
テ
年
の

暮
れ―

原
点
回
帰

時
事
川
の
初
心
に
か
え
る
ス
ク

ラ
ッ
プ

◆
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
三
本
目
の

矢
は
選
挙
か
？
　
与
党
圧
勝
の

勢
い
が
成
長
戦
略
の
ス
タ
ー
ト

の
契
機
。
そ
ん
な
感
じ
が
し
た
。

消
費
税
引
き
上
げ
後
の
国
内
消

費
は
振
る
わ
ず
、
な
ん
と
な
く

気
分
が
重
た
い
。
昔
、
江
戸
っ

子
は
宵
越
し
の
金
は
持
た
な
い

と
啖
呵
を
切
っ
た
よ
う
だ
が
、

今
は
明
日
が
あ
か
る
く
な
け
れ

ば
財
布
の
紐
を
ゆ
る
め
な
い
。

年
末
か
ら
の
日
本
海
側
の
豪
雪

は
人
々
の
心
を
沈
滞
化
さ
せ
、

購
買
意
欲
を
削
ぐ
。

厳
し
い
冬
か
ら
の
脱
却
が
人
々

の
心
を
和
ま
せ
勇
気
づ
け
る
よ

う
、
確
か
な
政
府
の
経
済
政
策

に
期
待
す
る
。

春
の
曙
光
と
と
も
に
輝
く
明
日

と
な
る
か
。

（
Ｋ
）

◆
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
昨
年
は
国
際
交
流
事
業
の

新
企
画
が
三
つ
始
ま
り
、
ビ
ッ

ク
リ
す
る
よ
う
な
忙
し
さ
で
し

た
が
、
ど
の
事
業
も
多
く
の
方

に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
充
分

な
成
果
を
収
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ベ
ト
ナ
ム
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
、
中
国
ど
の
国
も
文
化
、

風
習
が
異
な
り
、
そ
の
都
度
驚

い
た
り
感
心
し
た
り
の
連
続

で
、
国
際
交
流
と
い
う
言
葉
の

意
味
と
意
義
を
改
め
て
実
感
し

ま
し
た
。
文
化
が
異
な
る
の
は

当
然
で
、
そ
れ
を
ど
う
受
け
止

め
、
こ
ち
ら
の
思
い
を
理
解
し

て
も
ら
え
る
よ
う
伝
え
る
か

が
、
重
要
な
鍵
で
し
た
。
気
が

つ
い
た
ら
そ
の
こ
と
は
、
既
に

言
葉
と
し
て
存
在
し
ま
し
た
。

「
相
互
尊
重
・
相
互
理
解
・
相

互
扶
助
」
友
愛
の
三
原
則
で
す
。

今
更
の
よ
う
に
、
友
愛
の
大
切

さ
、
奥
深
さ
を
感
じ
た
次
第
で

す
。
勉
強
、
勉
強
。

（
も
）

に
作
品
を
募
集
し
た
。
本
コ
ン

ク
ー
ル
の
特
徴
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
介
し
て
の
応
募
を
可

能
と
し
、
作
品
も
専
門
賞
（
芸

術
写
真
と
し
て
完
成
度
の
高
い

も
の
）、
友
愛
賞
、
ネ
ッ
ト
ユ

ー
ザ
ー
人
気
賞
、
携
帯
写
真
賞

（
携
帯
電
話
で
撮
影
し
た
も
の
）

等
部
門
毎
の
賞
を
設
定
し
た
。

七
月
一
日
か
ら
九
月
二
十
日

ま
で
の
募
集
期
間
に
、
寄
せ
ら

日
中
青
年
交
流
を
記
念
し
て
建
て
ら
れ

た
交
流
記
念
館
。
表
彰
式
の
会
場
と
な

っ
た
二
十
一
世
紀
ホ
テ
ル
は
こ
の
一
部

表
彰
式
会
場
に
隣
接
し
た
展
示
会
場
に

は
、
立
派
な
パ
ネ
ル
が
設
置
さ
れ
お
よ

そ
一
五
〇
点
の
作
品
が
展
示
さ
れ
た

第
一
位
受
賞
者
の
陳
文
欽
さ
ん
（
写
真

右
）
と
作
品
に
つ
い
て
の
解
説
を
聞
く

鳩
山
由
紀
夫
理
事
長
と
傳
書
記

展
示
会
場
に
飾
ら
れ
た
作
品
の
数
々
。

パ
ネ
ル
展
示
の
他
、
イ
ー
ゼ
ル
に
も
多

く
の
作
品
を
展
示
し
た

共
青
団
中
央
委
員
会
傳
振
邦
書
記
（
写

真
右
）
と
鳩
山
由
紀
夫
理
事
長
（
写
真

左
）
が
固
い
握
手
を

「
友
愛
賞
」
受
賞
者
の
李
卓
さ
ん
（
写

真
右
）
と
李
雨
川
さ
ん
（
写
真
左
）
に

鳩
山
由
紀
夫
理
事
長
か
ら
賞
金
を
授
与

鳩
山
理
事
長
が
表
彰
式
の
壇
上
か
ら
降

り
た
途
端
、
一
緒
に
写
真
を
撮
り
た
い

学
生
に
囲
ま
れ
て
も
み
く
ち
ゃ
に

表
彰
式
会
場
前
で
、
求
め
に
応
じ
サ
イ

ン
を
す
る
鳩
山
由
紀
夫
理
事
長
。
気
さ

く
な
人
柄
が
大
人
気
で
あ
る

会
場
の
至
る
所
に
「
友
愛
国
際
写
真
コ

ン
ク
ー
ル
表
彰
式
」
を
知
ら
せ
る
立
て

看
板
が
置
か
れ
て
い
る

花
押
も
添
え
て
、
鳩
山
由
紀
夫
理
事
長

の
揮
毫

茨
城
県
笠
間
市
に
在
住
の
外

山
茂
登
子
さ
ん
（
日
本
友
愛
協

会
会
員
）
が
、
出
品
し
た
千
輪

咲
き
の
菊
「
富
士
の
輝
」
で
農

林
水
産
大
臣
賞
を
始
め
、
茨
城

県
議
会
賞
、
笠
間
稲
荷
神
社
賞
、

笠
間
商
工
会
長
賞
の
四
つ
の
賞

を
総
な
め
に
す
る
快
挙
を
成
し

遂
げ
た
。

外
山
さ
ん
は
永
年
菊
づ
く
り

に
携
わ
っ
て
お
り
、
今
回
の
十

二
回
目
の
出
品
で
念
願
の
優
等

一
席
を
獲
得
し
た
。

今
回
の
作
品
は
毎
年
行
わ
れ

る
「
笠
間
の
菊
ま
つ
り
」
に
出

品
し
た
も
の
で
、「
友
愛
山
荘

か
ら
の
帰
り
に
立
ち
寄
っ
た
白

糸
の
滝
か
ら
富
士
山
を
臨
ん
だ

風
景
を
菊
で
創
り
上
げ
ま
し

た
。
一
〇
万
人
の
見
学
者
に
感

動
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私

は
、
十
二
回
に
亘
る
笠
間
神
社

出
品
で
一
席
と
な
り
ま
し
た
」

と
、
作
者
の
外
山
さ
ん
は
語
っ

て
い
る
。

カ
ラ
ー
で
お
伝
え
で
き
な
い

の
は
残
念
だ
が
、
富
士
を
作
り

上
げ
て
い
る
の
は
薄
紫
色
の
小

菊
で
あ
る
。
こ
の
花
の
全
て
が
、

一
株
の
菊
か
ら
咲
い
て
い
る
の

で
あ
る
。
千
輪
咲
き
と
言
わ
れ

る
作
り
方
で
、
開
花
時
期
を
絞

り
、
日
照
時
間
の
調
整
、
沢
山

の
花
を
付
け
さ
せ
る
た
め
の
肥

料
の
調
整
な
ど
、
菊
づ
く
り
の

な
か
で
も
、
大
変
な
努
力
と
技

術
を
要
す
る
技
法
で
あ
る
。
何

よ
り
、
菊
は
一
年
草
な
の
で
、

そ
の
年
毎
に
育
て
始
め
る
。
菊

を
知
り
尽
く
し
て
い
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
外
山
さ
ん
の
快
挙

に
拍
手
を
贈
り
た
い
。（
友
愛

Ｈ
Ｐ
に
カ
ラ
ー
で
写
真
掲
載
）

十
一
月
二
十
日
（
木
）
北
京

に
あ
る
二
十
一
世
紀
ホ
テ
ル
に

於
い
て
「
二
〇
一
四
年
友
愛
国

際
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
表
彰

式
が
行
わ
れ
た
。

こ
れ
は
日
本
友
愛
協
会
国
際

交
流
事
業
の
一
環
と
し
て
、
中

国
国
際
青
年
交
流
セ
ン
タ
ー
と

共
同
し
て
開
催
し
た
も
の
で
、

「
友
愛
・
平
和
・
緑
（
環
境
保

護
）
・
人
と
自
然
」
を
テ
ー
マ

れ
た
作
品
は
約
一
万
点
。
一
七

〇
〇
名
、
三
十
六
ヶ
国
か
ら
の

応
募
が
あ
っ
た
。

中
国
側
審
査
員
五
名
、
日
本

側
審
査
員
二
名
及
び
日
本
友
愛

協
会
理
事
会
の
厳
正
な
る
審
査

の
結
果
、
約
三
十
点
が
受
賞
作

品
に
選
ば
れ
た
。
日
本
か
ら
の

応
募
で
は
、
専
門
賞
第
三
位
に

参
川
修
穂
さ
ん
、
友
好
賞
に
江

島
三
恵
子
さ
ん
が
入
選
し
た
。

表
彰
式
当
日
は
、
会
場
に
は

木
寺
昌
人
在
中
国
特
命
全
権
大

使
、
共
青
団
中
央
委
員
会
傳
振

邦
書
記
を
は
じ
め
と
す
る
来
賓

が
出
席
、
祝
辞
を
述
べ
た
。

中
国
国
際
青
年
交
流
セ
ン
タ

ー
孫
俊
波
主
任
の
も
と
、
洪
桂

梅
副
主
任
を
軸
に
準
備
を
進
め

て
き
た
交
流
セ
ン
タ
ー
の
方
々

に
よ
る
き
め
細
や
か
な
設
営

に
、
誰
も
が
惜
し
み
な
い
拍
手

を
贈
っ
た
。
会
場
で
は
セ
ン
タ

ー
ス
タ
ッ
フ
作
成
の
「
友
愛
と

の
歴
史
」
と
題
す
る
映
像
が
流

さ
れ
、
中
国
青
年
国
際
交
流
セ

ン
タ
ー
と
友
愛
協
会
の
植
林
活

動
を
始
め
、
永
年
に
亘
る
交
流

の
歴
史
が
紹
介
さ
れ
た
。

鳩
山
由
紀
夫
理
事
長
は
挨
拶

で
「
文
化
、
習
慣
の
差
を
超
え
、

一
つ
の
事
に
力
を
合
わ
せ
、
こ

の
様
に
素
晴
ら
し
い
コ
ン
ク
ー

ル
が
実
施
さ
れ
、
見
応
え
の
有

る
作
品
が
沢
山
集
ま
っ
た
こ
と

を
誇
り
に
思
い
ま
す
。
総
て
永

年
の
友
好
関
係
の
賜
物
で
す
。

設
営
さ
れ
た
セ
ン
タ
ー
の
皆
さ

ん
に
感
謝
し
ま
す
」
と
述
べ

た
。、
表
彰
式
の
後
、
隣
接
し

た
展
示
会
場
に
移
り
、
展
示
さ

れ
た
一
五
〇
余
点
の
作
品
を
、

一
つ
一
つ
丁
寧
に
鑑
賞
し
た
。

参
加
の
国
々
／
日
本
、
中
国
、
韓
国
、

ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ

ビ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
シ
リ
ア
、
イ

ラ
ク
、
イ
ラ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ベ

ト
ナ
ム
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
チ
ャ
ド
、
イ

エ
メ
ン
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
ト
ル
ク

メ
ニ
ス
タ
ン
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
、
カ
メ

ル
ー
ン
、
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佐伯　詔一取締役
会　長

TEL027-251-7395   FAX027-251-7337
URL:http://www.j-shigen.co.jp

〒371-0857 群馬県前橋市高井町1-13-4

一般財団法人日本友愛協会

福田八州雄評議員

〒175-0082 東京都板橋区高島平7-43-15

掲載は五十音順

鳩 山 邦 夫

〒112-0002 東京都文京区小石川1-10-13
TEL03-5684-3188  FAX03-5684-3186

衆議院議員

副理事長

一般財団法人日本友愛協会

鳩山 由紀夫

〒112-0002 東京都文京区小石川1-10-13           
TEL03-5684-3188  FAX03-5684-3186

理 事 長

一般財団法人日本友愛協会

一般財団法人日本友愛協会

萩原 直三評議員

〒154-0003  世田谷区野沢 2-33-5-1107

代表取締役
会 長

一般財団法人日本友愛協会

中川　治男参　与

TEL 046-267-7313(代） FAX 046-267-7314

神奈川県大和市柳橋５－７－５
〒242-0022

川辺　辧代表取締役

一般財団法人日本友愛協会

木村　正治理　事

社団法人日本不動産協会会員

地域に貢献する

井 上 和 子

〒112-0002 東京都文京区小石川1-10-13
TEL03-5684-3188  FAX03-5684-3186

一般財団法人日本友愛協会 評議員

鳩山友愛塾　塾　長
一般財団法人人間塾　評議員

一般財団法人日本友愛協会

奥田　吉郎理　事

株式会社 ニッセーデリカ

川手 正一郎会　長

TEL03-3823-8511 
FAX03-3822-0304

〒113-0022 東京都文京区千駄木3-45-2

毎夕新聞印刷株式会社

川島　毅代表取締役
会 長

岩 屋 毅
たけし

衆議院議員

http://www.t-iwaya.com

富士吉ビル２階
TEL0977-21-1781  FAX0977-21-1799

〒874-0933大分県別府市野口元町1-3

衆議院第2議員会館1209
TEL03-3508-7510  FAX03-3509-7610

〒100-8982 東京都千代田区永田町2-1-2国会事務所

別府事務所

E-mail:info@izumi-kaikei.com
URL www.izumi-kaikei.com

公益社
団法人

URL  http://www.kendama.or.jp

TEL 03-6273-7766  FAX 03-6273-7760

千代田区神田神保町一丁目29番４号　祥宏ビル５階
〒101-0051  

参議院国家基本政策委員長
参議院議員

小 川 勝 也

〒100-8962 東京都千代田区永田町2-1-1-1217 
TEL03-6550-1217     FAX03-6551-1217

〒060-0003 北海道札幌市中央区北三条西1-2 
TEL 011-251-5558     FAX 011-251-5577

中島　肇行政書士

〒379-0135 群馬県安中市郷原３００－２
TEL027-385-1550    FAX027-385-0570

〒389-0111長野県北佐久郡軽井沢町長倉957-68
TEL0267-45-3443    FAX0267-45-2777

遺言・相続の手続きおまかせください


